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住民の声・まちの力

10名の議員が質問

小豆島中央高校入学式
新たな一歩に胸をふくらませ
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29年度当初予算 を計上98億1千200万円
　　　月定例会は、２月２７日から３月１６日まで１８日間の会期で開かれました。
　　　初日に、町長の２９年度施政方針の演説があり、小豆島の素晴らしい宝物を
守り、磨いて次の世代に引き継いでいき、新しい魅力と可能性をつくりあげるため
に、「健康づくり」「地域の福祉」「教育・子育ち」「産業づくり」「文化・アート」「住
まい・暮らし」の分野ごとに予算編成し、実践していくことを表明しました。
　一般質問には、１０人の議員が登壇し、産業・防災・教育・福祉・水道など、多
方面にわたって論戦を展開しました。
　また、条例改正や補正予算などを審議し、原案のとおり可決しました。
　２９年度一般会計、特別会計など合わせて８会計については、総務建設常任委員
会、教育民生常任委員会にそれぞれ付託し、集中審査を行い、すべての予算を原案
のとおり可決しました。

３

Ⅲ　教育・子育ち
ふるさとを愛し、人間性豊かで、たくま
しく未来に生きる人づくり
小豆島中学校吹奏楽部楽器購入	 	 	 600万円
三都活性化施設建設	 1億7，262万円
内海保育所耐震診断	 	 	 	 70万円

Ⅴ文化・アート
宝物の継承とアートによる新たな魅力
づくりを目指して
小豆島農村歌舞伎調査	 	 	 178万円
東瀬戸内文化圏の世界遺産化推進	 	 	 500万円
小豆島未来大学	 	 1，000万円

Ⅱ　地域の福祉
障がいをもった人もそうでない人も充
実して過ごせる島づくりの実現へ
中学校への通級指導員の配置	 	 2，275万円
ぬくもりと希望の島づくりチーム	 	 	 191万円
劇団ままごとによるワークショップ		 	 	 90万円

Ⅰ　健康づくり
小豆島中央病院を核とした地域包括ケ
アシステムによる地域づくり
地域包括ケアシステム	 2億5，420万円
オリーブを用いた健康長寿の島づくり	 	 482万円
保健医療福祉関係職修学資金	 	 1，896万円

Ⅳ　産業づくり
誰もが能力を活かせる職場の創造を目
指して
古民家などの活用による集落再生	 6 2，600万円
オリーブサミット･オリーブの冠要望6 	 158万円
寒霞渓山頂Ｗｉ－Ｆｉ整備	 6 	 700万円

Ⅵ　住まい・暮らし
誰もが安心して暮らし続けられる住ま
い（居場所）づくりを目指して
雇用促進住宅購入	 	 	 3，764万円
新高校通学支援	 	 	 	 158万円
一般廃棄物最終処分場整備	 	 1億494万円

平成２９年度に実施する主な事業
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商工観光課 ⇒ 小豆島観光協会負担金については、協
　　　　　　　　会の理事会等の中で十分検討し、公平
　　　　　　　　な負担となるよう協会に対して申し入
　　　　　　　　れること。
　
高齢者福祉課 ⇒ 介護職員の処遇改善について検討願い
　　　　　　　　たい。
　
社会教育課 ⇒ 三都公民館の建設については十分に検
　　　　　　　　討・周知をされたい。
　
子育ち共育課 ⇒ 通園方法等について、検討願いたい。
　
環境衛生課 ⇒ 複数年契約等、経費削減を検討された
　　　　　　　　い。
　
　　　　　 ⇒ ごみの削減に努められたい。
　
介護保険施設 ⇒ 部門別収益の精査を行い、給食部門の
　　　　　　　　活用など、収益の改善に努められたい。

【委員会意見】
平
成
29
年
度
予
算
・

意
見
を
つ
け
て
可
決

－ぬくもりと希望の島をめざして－

歳入 歳出

　（単位は百万円、構成比は％、百万円未満は四捨五入） 
※端数処理の関係上、数値が合わない場合がある

その他
240
（2％）

繰入金
1，267
（13％）

使用料及び
手数料
198
（2％）

諸収入
220
（3％）

地方交付税
3，650
（37％）

依存財源
6，413
（65％）

国庫支出金
679
（7％）

その他
116
（1％）

町債
1，171
（12％）

県支出金
513
（5％）

地方消費税交付金
284
（3％）

町税
1，474
（15％）

自主財源
3，399
（35％）

その他
48

（0％）

民生費
1，965
（20％）

教育費
1，413
（14％）

総務費
2，217
（23％）

農林水産業費
362
（4％）

衛生費
899
（9％）

歳入内訳 歳出内訳

公債費
1，618
（16％）

土木費
574
（6％）

消防費
374
（4％）

商工費
250
（3％）

議会費
92

（1％）

　

付
託
さ
れ
た
条
例
案
件
４
件
と
予
算
案
件
８
件
に
つ
い
て
延
べ
4
日
間
に

わ
た
っ
て
審
議
を
行
い
、
次
の
意
見
を
つ
け
て
、
賛
成
多
数
で
原
案
通
り
可

決
し
ま
し
た
。
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農
林
水
産
業
費

海
岸
漂
着
物
等
地
域
対
策

推
進
事
業
委
託
料

　

７
０
０
万
円

　

海
ゴ
ミ
回
収
事
業
で
す
。

商
工
費

小
豆
島
町
商
品
券

発
行
事
業
委
託
料

　
▲
１
億
１
，６
０
０
万
円

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

発
行
を
中
止
し
た
た
め
の

減
額
で
す
。

　
吉
田
温
泉
修
繕
料

５
２
８
万
円

　

ボ
イ
ラ
ー
施
設
の
修
繕

費
用
で
す
。

土
木
費

県
営
事
業
負
担
金

９
０
０
万
円

　

国
道
４
３
６
号
線
の
改

修
事
業
等
が
増
加
し
た
た

め
で
す
。

教
育
費

高
校
生
海
外
留
学

支
援
基
金
積
立
金

１
，
０
０
０
万
円

　

寄
付
に
よ
る
積
立
で
す
。

高
校
生
が
海
外
留
学
を
す

る
際
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

　
補
正
予
算

一
般
会
計
（
第
４
号
）

　

８
億
５
，２
８
７
万
円
の

減
額
補
正
予
算
が
提
出
さ

れ
、
平
成
28
年
度
の
予
算

総
額
は
１
０
１
億
９
，８
７

８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
殆
ど
が
事
業
費
精
算

に
よ
る
も
の
で
す
。
主
な

増
減
理
由
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

民
生
費

サ
ン
・
オ
リ
ー
ブ
修
繕
料

６
２
２
万
円

　

照
明
制
御
シ
ス
テ
ム
等

の
修
繕
費
用
で
す
。

　
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費

負
担
金
等
返
還
金

１
０
９
万
円

　

平
成
27
年
度
事
業
実
績

精
算
に
よ
る
返
還
金
で
す
。

衛
生
費

小
豆
島
中
央
病
院
企
業
団

出
資
金

１
億
１
，２
９
０
万
円

　

小
豆
島
中
央
病
院
企
業

団
へ
の
出
資
金
で
す
。

草
壁
保
育
園
運
営
委
託
料

１
，
３
０
４
万
円

　

入
所
児
の
増
加
等
に
よ

る
も
の
で
す
。

　
私
立
認
定
こ
ど
も
園

整
備
事
業
補
助
金

８
５
８
万
円

　

事
業
費
が
増
加
し
た
た

め
で
す
。

　
町
立
認
定
こ
ど
も
園

整
備
工
事

　
▲
５
億
３
，１
６
８
万
円

　

整
備
計
画
の
見
直
し
を

行
う
こ
と
に
な
っ
た
た
め

の
減
額
で
す
。

　
三
都
活
性
化
施
設建

設
工
事

　
▲
１
億
６
，３
４
０
万
円

　

財
源
の
見
直
し
を
行
い
、

次
年
度
に
建
設
す
る
た
め

の
減
額
で
す
。

審
議
し
た
主
な
議
題

蒲
野
沖
田
線

給
水
管
布
設
工
事

３
７
８
万
円

　

三
都
公
民
館
売
却
に
伴

い
、
敷
地
内
の
給
水
管
を

敷
地
外
へ
布
設
替
え
し
ま

す
。

　
条
例
制
定

小
豆
島
町
高
校
生

海
外
留
学
支
援
基
金
条
例

　

高
校
生
が
海
外
留
学
を

す
る
と
き
に
活
用
し
て
ほ

し
い
と
寄
付
が
あ
り
、
寄

付
者
の
意
向
を
踏
ま
え
た

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

小
豆
島
町
行
政
手
続
に
お

け
る
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
た
め
の
番
号
の
利
用

等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
個
人
番
号
の
利
用
及
び

特
定
個
人
情
報
の
提
供
に

関
す
る
条
例

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
が
施

行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

町
の
関
係
条
例
を
整
備
し

ま
し
た
。

小
豆
島
町
介
護
老
人
福
祉

施
設
事
業
の
設
置
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例

　

現
在
の
介
護
老
人
保
健

施
設
う
ち
の
み
に
加
え
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
う

ち
の
み
を
開
設
す
る
に
あ

た
り
、
町
の
関
係
条
例
を

整
備
し
ま
し
た
。
６
月
か

ら
介
護
老
人
保
健
施
設
の

定
員
が
70
名
か
ら
28
名
に
、

介
護
老
人
福
祉
施
設
の
定

員
が
60
名
と
な
り
ま
す
。

小
豆
島
町
簡
易
水
道
事
業

を
小
豆
島
町
水
道
事
業
に

統
合
す
る
こ
と
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例

　

４
月
か
ら
町
内
す
べ
て

の
簡
水
事
業
が
上
水
事
業

に
統
合
さ
れ
る
に
あ
た
り
、

町
の
関
係
条
例
の
整
備
を

行
い
ま
し
た
。

　
条
例
の
一
部
改
正

小
豆
島
町
奨
学
資
金
貸
付

条
例

小
豆
島
町
保
健
医
療
福
祉

関
係
職
修
学
資
金
貸
付
条

例
　

奨
学
資
金
・
修
学
資
金

に
つ
い
て
、
整
備
を
行
い

ま
し
た
。

　※
そ
の
他
の
一
部
改
正

　条
例

◦
小
豆
島
町
印
鑑
条
例

◦
小
豆
島
町
税
条
例

◦
小
豆
島
町
介
護
保
険
条

　

例
◦
小
豆
島
町
指
定
地
域
密

　

着
型
サ
ー
ビ
ス
等
の
事

　

業
の
人
員
、
設
備
及
び

　

運
営
等
の
基
準
等
を
定

　

め
る
条
例

　
議
員
発
議

小
豆
島
町
議
会
委
員
会
条

例
の
一
部
改
正

　

委
員
会
の
所
管
課
分
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、

所
管
課
の
名
称
が
変
更
し

た
た
め
の
改
正
で
す
。

三都公民館

中山浄水場
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参
議
院
選
挙
に
お
け
る
合

区
の
解
消
に
関
す
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

　

憲
政
史
上
初
の
合
区
に

よ
る
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、投
票
率
の
低
下
や
、

国
の
き
め
細
や
か
な
施
策

が
行
き
届
か
な
く
な
る
恐

れ
が
あ
る
た
め
、
国
に
対

し
て
解
消
の
意
見
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

　工
事
請
負
契
約

　

内
海
病
院
跡
地
利
用
改

修
工
事
に
つ
い
て
、
変
更

契
約
を
行
い
ま
し
た
。

福
祉
施
設
に
係
る
工
事

変
更
後

４
億
９
，７
８
８
万
円　

（
６
，９
１
２
万
円
増
）

機
械
設
備
に
係
る
工
事

変
更
後

３
億
２
，６
８
１
万
円　

（
２
，８
７
３
万
円
増
）

電
気
設
備
に
係
る
工
事

変
更
後

１
億
９
，９
５
８
万
円　

（
１
，３
５
０
万
円
増
）

庁
舎
に
係
る
工
事

変
更
後

１
億
１
，９
８
８
万
円　

（
６
４
８
万
円
増
）

　
人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

人
権
擁
護
委
員
の
岡
秀

安
氏
が
平
成
29
年
3
月
31

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
っ
た
た
め
、
後
任
と
し

て
、
八
木
さ
ゆ
み
氏
の
推

薦
に
同
意
し
ま
し
た
。
任

期
は
平
成
29
年
４
月
１
日

～
平
成
32
年
３
月
31
日
で

す
。

教
育
委
員
の
任
命

　

現
教
育
委
員
の
岡
田
恕

枝
氏
が
平
成
29
年
５
月
11

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
り
ま
す
。

　

後
任
と
し
て
、
真
砂
高

昭
氏
の
任
命
に
同
意
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
熊
坂
泰
忠
氏
、

黒
木
治
夫
氏
か
ら
辞
職
し

た
い
と
の
申
し
出
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
後
任

と
し
て
、
中
川
晋
氏
、
照

下
あ
け
み
氏
の
任
命
に
同

意
し
ま
し
た
。

・
内
海
保
育
所
の
耐
震
診

　

断
に
つ
い
て
、
早
急
に

　

さ
れ
た
い
。

・
教
育
大
綱
に
お
い
て
、

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
位
置
付
け
を

　

適
切
に
さ
れ
た
い
。

・
小
豆
島
高
校
の
跡
地
を

　

早
急
に
県
と
協
議
を
す

　

る
と
と
も
に
、
課
題
で

　

あ
る
周
辺
の
交
通
安
全

　

対
策
を
検
討
願
い
た
い
。

「
こ
れ
か
ら
の
学
校
の

あ
り
方
に
つ
い
て
」

委
員
会
活
動
報
告

八木さゆみ　氏
（室生）

照下あけみ　氏
（馬木）

中　川　　晋　氏
（木庄）

真砂　高昭　氏
（池田）

　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

平
成
28
年
12
月
27
日
、

平
成
29
年
２
月
20
日
の
２

回
、
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
案
件

に
対
し
て
次
の
よ
う
に
意

見
を
提
出
し
ま
し
た
。

「
奨
学
金
制
度
の

見
直
し
に
つ
い
て
」

・
雇
用
主
に
町
施
策
の
奨

　

学
金
制
度
の
目
的
・
意

　

義
を
説
明
し
、
行
政
・

　

雇
用
主
が
と
も
に
島
の

　

雇
用
を
図
る
よ
う
対
処

　

願
い
た
い
。

・
貸
付
け
申
込
み
の
期
限

　

後
に
お
い
て
も
申
込
み

　

が
可
能
で
あ
る
こ
と
を

　

周
知
願
い
た
い
。

　

第
１
回
臨
時
会
は
３
月

31
日
に
開
催
さ
れ
、
条
例

案
件
１
件
が
提
案
さ
れ
、

原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
条
例
制
定

　

小
豆
島
か
ら
映
像
作
品

の
素
晴
ら
し
さ
を
発
信
す

る
条
例

　

松
山
善
三
・
高
峰
秀
子

夫
婦
の
相
続
人
か
ら
不
動

産
及
び
動
産
の
寄
付
が
あ

り
、
小
豆
島
の
発
展
に
資

す
る
目
的
に
活
用
す
る
た

め
、
新
規
に
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。 臨臨臨

時時時
会会会

３３３
月月月

区　分
教 育 長
委 　 員
委 　 員
委 　 員
委 　 員

就任年月日
平成２７年５月１２日
平成２８年５月１２日
平成２９年５月１２日
平成２９年５月１２日
平成２９年５月１２日

氏　　名
後　 藤　　 巧
中　川　剛　臣
真　砂　高　昭
中　 川　　 晋
照　下　あけみ

退任年月日
平成３０年５月１１日
平成３２年５月１１日
平成３１年５月１１日
平成３０年５月１１日
平成３０年５月１１日

平成２９年５月１２日以降の教育委員については次のとおりです。

新庁舎になる旧内海病院
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町
「
今
後
、
よ
り
良
い
ふ
る
さ
と
教
育
の

推
進
を
目
指
し
て
ゆ
く
」

町
「
国
土
交
通
省
の
海
事
局
長
と

会
っ
て
話
を
し
て
く
る
」

子
供
た
ち
が
再
び

故
郷
を
目
指
す
に
は

船
員
養
成
学
校
の
誘
致
を

質
問　

日
本
国
内
の
人
と

物
の
動
脈
で
あ
る
鉄
道
や

道
路
が
整
備
さ
れ
る
ま
で

人
と
物
の
流
れ
は
船
で
な

さ
れ
て
き
た
。
小
豆
島
に

住
む
先
人
は
江
戸
時
代
に

は
千
石
船
の
船
主
や
水
夫

と
し
て
活
躍
し
て
き
た
。

　

明
治
時
代
に
な
る
と
エ

ン
ジ
ン
付
鋼
船
と
な
り
中

に
は
外
国
航
路
の
高
級
船

員
に
な
る
人
も
で
て
き
た
。

四
面
を
海
で
囲
ま
れ
た
日

本
国
と
小
豆
島
は
今
後
も

人
と
物
の
動
き
は
船
に
頼

ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
国
内

の
海
運
業
界
は
日
本
人
し

か
雇
用
で
き
な
い
た
め
、

船
員
確
保
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
。

　

年
に
何
度
か
内
海
湾
に

停
泊
す
る
日
本
丸
な
ど
の

練
習
船
が
見
ら
れ
る
が
、

に
減
っ
て
い
る
。
船
員
養

成
学
校
が
小
豆
島
で
実
現

で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ

て
い
る
の
で
、
国
土
交
通

省
の
海
事
局
長
と
会
っ
て

話
を
し
て
く
る
。

と
な
っ
た
平
成
24
年
度
以

降
４
年
間
で
98
人
の
利
用

者
が
あ
り
、
う
ち
25
人
が

町
内
に
居
住
し
て
い
る
。

旧
制
度
よ
り
年
間
２
人
強

の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

　

ふ
る
さ
と
教
育
に
つ
い

て
は
、
各
学

校
が
地
域
の

特
色
を
生
か

し
て
学
ぶ
機

会
を
設
け
て

お
り
、
成
果

を
上
げ
て
い

る
。
ま
た
、

今
後
の
一
貫

教
育
の
中
に

お
い
て
も
更

に
検
討
を
行

い
た
い
。

　

教
職
員
へ

の
指
導
に
つ

い
て
は
、
研

質
問　

小
豆
島
町
の
人
口

は
減
少
を
続
け
、
定
住
促

進
の
諸
施
策
が
な
さ
れ
て

い
る
。
毎
年
、
島
外
へ
と

巣
立
つ
子
供
た
ち
へ
の
応

援
策
で
奨
学
資
金
及
び
返

還
免
除
制
度
は
重
要
と
考

え
る
が
、
利
用
の
実
態
は
。

　

ま
た
、
本
年
度
当
初
予

算
説
明
書
に
は
「
ふ
る
さ

と
を
愛
し
、
人
間
性
豊
か

で
、
た
く
ま
し
く
未
来
に

生
き
る
ひ
と
づ
く
り
」
と

大
き
く
書
か
れ
て
い
る
。

　

若
者
た
ち
が
再
び
ふ
る

さ
と
を
目
指
す
た
め
に
は
、

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
教
育

を
更
に
充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
、
先
生
方
に
対
す
る

指
導
も
深
化
す
べ
き
で
は
。

答
弁　

奨
学
金
免
除
制
度

の
利
用
実
態
は
、
新
制
度

修
会
・
講
演
会
等
を
通
じ

て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め

て
い
る
。

内
海
湾
の
海
面
を
使
い
、

今
後
新
た
に
草
壁
本
町
地

先
に
完
成
す
る
広
い
埋
立

地
を
利
用
し
て
船
員
養
成

学
校
を
誘
致
で
き
な
い
か
。

関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け

を
ぜ
ひ
願
い
た
い
。

浜　口　　勇　議員

中松　和彦　議員

実習船「日本丸」

４月に開校された小豆島中央高校

 

答
弁　

昔
か
ら
今

日
ま
で
小
豆
島
は

海
と
共
に
発
展
し

て
き
た
。
島
の
人

は
「
海
の
民
」
で

あ
っ
た
と
思
う
。

瀬
戸
内
国
際
芸
術

祭
は
海
と
島
々
の

復
権
を
テ
ー
マ
と

し
て
い
る
。

　

日
本
人
船
員
数

は
昭
和
49
年
に
約

28
万
人
で
あ
っ
た

が
、
平
成
26
年
に

は
約
６
万
５
千
人
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柴田　初子　議員

パブリックコメントの募集

町
「
障
が
い
者
支
援
施
設
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
設
置
を
含
め
検
討
す
る
」

町
「
議
員
各
位
の
意
見
も
伺
い
な
が
ら

　
　

必
要
な
施
策
に
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
た
い
」

障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て

施
策
の
改
正
方
法
に
つ
い
て

質
問　

知
的
障
が
い
者
の

宿
泊
施
設
は
、
現
在
池
田

二
面
地
区
の
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム｢

ソ
レ
イ
ユ
」
１
ヶ

所
の
み
。
施
政
方
針
で
の

障
が
い
者
支
援
施
設
設
置

と
あ
る
が
ど
の
よ
う
な
施

設
の
こ
と
か
。

　

今
後
、
公
共
施
設
の
跡

地
を
活
用
す
る
予
定
は
。

質
問　

奨
学
金
制
度
の
改

正
案
作
成
時
は
ど
の
よ
う

な
過
程
で
作
成
さ
れ
た
の

か
。

　

住
民
と
行
政
の
垣
根
を

で
き
る
だ
け
低
く
す
る
べ

き
で
は
。

答
弁　

（
町
長
）
小
さ
な

自
治
体
で
あ
る
か
ら
こ
そ

住
民
と
行
政
の
垣
根
を
で

き
る
だ
け
低
く
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
意
見
に
つ
い
て
は
、

全
く
同
感
す
る
。

　

可
能
な
限
り
会
議
は
公

開
を
原
則
に
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
縦
割
り
で
な
く
横

割
り
と
い
う
こ
と
で
、
組

織
が
一
体
と
な
り
柔
軟
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
関
係

課
の
参
加
を
広
く
求
め
て

い
る
。

　

施
策
の
決
定
に
当
た
っ

て
は
、
委
員
に
十
分
議
論

答
弁　

二
面
地
区
の
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
は
最
初
の
一

歩
で
あ
る
。
香
川
県
教
育

委
員
会
が
小
豆
島
に
特
別

支
援
学
校
を
設
置
す
る
取

り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

設
置
に
合
わ
せ
て
総
合
的

な
支
援
施
設
を
整
備
し
た

い
。

　

障
が
い
者
支
援
施
設
と

を
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、

決
定
を
す
る
こ
と
を
心
が

け
て
い
る
。
今
後
の
施
策

の
決
定
に
当
た
り
、
議
員

各
位
の
意
見
も
伺
い
な
が

程
し
た
。

　

幅
広
い
意
見
が
必
要
な

場
合
は
、
今
後
検
討
し
た

い
。

ら
必
要
な
施
策
に

は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
た

い
。

（
総
務
部
長
）町
の
施

策
に
対
す
る
住
民
参

加
の
面
か
ら
は
、
こ

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
が
非
常
に
有
効

で
あ
る
と
考
え
る
。

　

重
要
な
施
策
、
計

画
に
つ
い
て
は
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
た
い
。

（
教
育
部
長
）今
回
の

奨
学
金
制
度
の
改
正

に
つ
い
て
は
、
２
回

の
教
育
民
生
常
任
委

員
会
に
お
い
て
意
見

を
伺
い
本
会
議
に
上

グループホーム「ソレイユ」

は
、
重
度
の
障
害
者
が
入

所
し
、
昼
夜
に
わ
た
り
多

様
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る

施
設
で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
設
置
も
含
め
て

検
討
し
て
い
く
。

　

跡
地
の
利
用
に
つ
い
て

は
特
別
支
援
学
校
の
設
置

場
所
の
動
向
を
見
な
が
ら

土
庄
町
と
一
緒
に
検
討
し

て
い
く
。

質
問　

長
野
県
箕
輪
町
で

は
健
康
ア
カ
デ
ミ
ー
事
業

を
通
し
て
健
康
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
な
ど
大
き
な
成
果

を
あ
げ
て
い
る
。
町
で
も

今
、
実
施
し
て
い
る
事
業

を
拡
大
し
、
小
豆
島
町
版

の
健
康
ア
カ
デ
ミ
ー
事
業

を
開
始
し
て
は
。

答
弁　

健
康
づ
く
り
は
個

人
の
幸
せ
だ
け
で
な
く
町

全
体
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
。

ま
た
、
医
療
費
、
介
護
費

の
抑
制
に
も
な
る
。

　

ア
カ
デ
ミ
ー
を
開
校
す

る
際
に
は
検
討
を
重
ね
、

生
活
習
慣
病
改
善
に
よ
り

効
果
の
高
い
も
の
を
目
指

し
た
い
。

　

誰
も
が
参
加
で
き
る
健

康
づ
く
り
ス
タ
イ
ル
を
確

立
し
て
い
く
。

町
「
と
て
も
い
い
提
案
だ

ぜ
ひ
実
現
を
し
て
い
き
た
い
」

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

安井　信之　議員
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質
問　

広
域
水
道
事
業
の

業
務
を
開
始
し
よ
う
と
、

香
川
県
広
域
水
道
事
業
体

設
立
準
備
協
議
会
で
協
議

し
て
い
る
。
現
在
、
吉
田

地
区
で
は
、
水
道
メ
ー
タ

ー
は
な
く
、
料
金
は
一
律

月
額
千
円
程
度
で
あ
る
。

　

広
域
水
道
事
業
が
始
ま

れ
ば
料
金
が
上
が
る
こ
と

は
必
至
で
あ
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
内
容
・
料
金
・

責
任
・
現
職
員
の
継
続
の

有
無
な
ど
、
吉
田
以
外
の

各
地
区
に
つ
い
て
も
住
民

に
説
明
し
、
理
解
を
得
ら

れ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

水
道
の
広
域
化
は
、

平
成
30
年
４
月
を
目
標
に

す
る
。
広
域
化
の
大
前
提

は
今
よ
り
も
水
道
事
業
の

サ
ー
ビ
ス
が
良
く
な
る
事
、

あ
る
い
は
緊
急
時
な
ど
の

対
応
に
不
備
が
な
い
事
で

あ
る
。
今
後
よ
く
説
明
し
、

理
解
を
得
た
上
で
対
応
し

た
い
。

　

老
朽
管
等
の
更
新
で
は
、

小
豆
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て

は
、 

中
山
浄
水
場
を
廃
止

し
て
、
肥
土
山
浄
水
場
か

ら
池
田
地
区
に
給
水
す
る

り
も
申
し
入
れ
て
い
る
。

10
年
間
の
区
分
経
理
期
間

に
お
け
る
財
政
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
が
出
た
段
階
で
、

十
分
な
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

　

職
員
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
、
企
業
団
設

立
時
に
市
町
か
ら
派
遣
す

る
体
制
で
ス
タ
ー
ト
す
る
。

町
「
理
解
を
得
た
上
で
対
応
し
た
い
」

水
道
事
業
の
広
域
化
に
つ
い
て

質
問　

当
初
は
、
平
成
９

年
に
着
工
し
て
約
10
年
で

完
成
の
計
画
で
あ
っ
た
が

完
成
の
時
期
、
完
成
後
の

利
用
計
画
は
、
ま
た
県
か

ら
主
な
企
業
へ
利
用
に
つ

い
て
意
向
調
査
の
結
果
は

把
握
し
て
い
る
か
。

答
弁　

本
年
１
月
末
現

在
、
１
０
２
万
㎥
の
う
ち

97
万
㎥
の
受
け
入
れ
が
完

了
、
95
％
の
進
捗
率
で
平

成
32
年
度
に
完
成
の
予
定
。

　

当
初
の
利
用
計
画
は
、

　
　
住
宅
用
地　

１
・
５　

　
　
工
業
用
地　

３
・
１　

　
　
緑
地　
　
　

２
・
１　

　
　
下
水
処
理
場
２
・
１　

　
　
道
路
・
護
岸
約　
10　

　

県
は
社
会
情
勢
の
変
化

に
よ
り
計
画
を
変
更
す
る

た
め
小
豆
郡
内
の
主
な
企

業
に
利
用
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
が
、

内
容
は
公
表
で
き
な
い
。

　

町
か
ら
は
県
に
対
し
て
、

関
係
者
の
意
見
を
十
分
に

反
映
す
る
よ
う
要
望
し
て

い
る
。

町
「
平
成
32
年
度
に
完
成
の
予
定
。

関
係
者
の
意
見
を
反
映
す
る
よ
う
に
要
望
し
て
い
る
」

内
海
湾
（
草
壁
）
埋
立
て
の
進
捗
状
況
は

秋長　正幸　議員

現状の草壁港埋立地

坂口　直人　議員

吉田ダム

ha

計
画
に
な
っ
て
い
る
。

　

簡
易
水
道
事
業
を

上
水
道
事
業
へ
統
合

す
る
案
で
は
、
当
浜
、

福
田
、
吉
田
、
中
山

の
４
地
区
の
水
道
料

金
を
現
行
料
金
の
ま

ま
上
水
道
に
移
行
す

る
。

　

ま
た
広
域
化
に
よ

る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
仕
組
み
づ
く

hahahaha
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質
問　

総
務
省
消
防
庁

は
、
２
０
１
７
年
度
よ
り

全
国
16
カ
所
の
消
防
学
校

に
「
ド
ロ
ー
ン
」
や
オ
フ

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
を
貸た

い

与よ

し
、

訓
練
な
ど
で
操
作
に
慣
れ

て
も
ら
い
機
器
の
有
用
性

を
判
断
す
る
と
い
う
。

　

小
豆
消
防
署
や
小
豆
島

町
の
対
応
は
。

答
弁　

災
害
現
場
で
の

　
「
ド
ロ
ー
ン
」
の
活
用
に

は
た
く
さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。
土
砂
崩
れ
の
状

況
、
河
川
の
氾
濫
、
低
地

帯
へ
の
浸
水
状
況
な
ど
の

早
期
情
報
収
集
が
可
能
だ
。

　

一
方
で
、
問
題
点
と
し

て
墜
落
事
故
や
天
候
等
で

常
時
活
用
で
き
な
い
事
も

考
え
ら
れ
る
。
飛
行
技
術

や
知
識
の
習
得
に
多
く
の

時
間
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　

香
川
県
消
防
学
校
に
ド

ロ
ー
ン
が
配
備
さ
れ
訓
練

を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、
消

防
団
員
を
訓
練
に
参
加
さ

せ
た
い
。

町
「
消
防
団
員
を

訓
練
に
参
加
さ
せ
た
い
」

防
災
に
ド
ロ
ー
ン
活
用
を

る
。

　

３
団
体
と
も
に
町
出
資

の
第
三
セ
ク
タ
ー
の
く
く

り
だ
。

質
問　

以
前
は
町
よ
り
課

長
補
佐
級
が
出
向
し
、
給

料
も
町
に
準
じ
て
い
た
。

映
画
村
だ
け
高
額
と
聞
く

が
、
課
長
補
佐
級
に
で
き

な
い
の
か
。

答
弁　

専
務
理
事
の
給
与

は
評
議
員
会
が
定
め
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
上
限
額

は
一
千
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

質
問　

３
社
に
対
す
る
町

の
指
導
権
限
は
ど
こ
ま
で

及
ぶ
の
か
。
３
社
に
対
す

る
対
応
の
違
い
は
。

答
弁　

小
豆
島
オ
リ
ー
ブ

公
園
と
小
豆
島
ふ
る
さ
と

村
公
社
は
、
基
本
財
産
の

１
０
０
％
を
町
が
出し

ゅ
つ
え
ん捐
し

て
設
立
し
た
団
体
で
理
事

長
に
町
長
、
副
理
事
長
に

松
尾
副
町
長
が
就
任
し
て

い
る
。

　

映
画
村
の
運
営
を
行
っ

て
い
る
岬
の
分
教
場
保
存

会
は
、
分
教
場
も
映
画
村

も
財
団
所
有
の
財
産
と
し

て
管
理
運
営
を
行
っ
て
い

る
。
財
団
の
基
本
財
産
１

千
万
円
の
う
ち
７
０
０
万

円
を
町
が
出
捐
し
て
い
る
。

理
事
長
に
は
町
長
が
な
っ

て
い
る
。
設
立
の
経
緯
と

指
定
管
理
団
体
で
な
い
点
、

他
の
２
社
と
異
な
っ
て
い

町
「
二
十
四
の
瞳
映
画
村
は
設
立
の
経
緯
と

指
定
管
理
団
体
で
な
い
点
が
異
な
っ
て
い
る
」

オ
リ
ー
ブ
公
園
、
ふ
る
さ
と
村
、

二
十
四
の
瞳
映
画
村
の
位
置
付
け
は

藤本　傳夫　議員

町
「
安
全
性
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
」

統
合
庁
舎
構
内
で
の

交
通
順
路
の
徹
底
を

質
問　

オ
リ
ー
ブ
バ
ス
に

乗
車
中
、
老
健
う
ち
の
み

前
の
道
を
バ
ス
と
並
行
し

て
走
る
軽
四
を
見
た
。
逆

走
で
あ
り
危
険
だ
。
構
内

で
の
順
路
や
道
交
法
上
は

ど
ん
な
扱
い
な
の
か
。

答
弁　

旧
内
海
病
院
が
あ

っ
た
頃
か
ら
道
の
形
状
は

ロ
ー
タ
リ
ー
で
時
計
回
り

に
進
行
す
る
の
が
順
路
で

あ
る
。
私
有
地
内
と
い
う

事
で
法
的
な
事
に
は
該
当

し
な
い
。
道
路
の
矢
印
や

一
旦
停
止
の
標
識
な
ど
い

ろ
ん
な
対
策
を
行
い
、
よ

り
安
全
性
の
向
上
を
図
っ

て
い
く
。

二十四の瞳映画村

質
問　

全
国
の
農
地
面
積

の
約
２
割
が
登
記
名
義
人

が
死
亡
し
て
い
る
相
続
未

登
記
農
地
、
或
い
は
そ
の

お
そ
れ
の
あ
る
農
地
と
公

表
さ
れ
た
。

　

小
豆
島
町
内
で
の
実
態

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

山
林
、
宅
地
も
併
せ
て
対

策
は
。

答
弁　

農
水
省
の
相
続
未

登
記
に
関
す
る
調
査
は
こ

の
農
地
が
担
い
手
へ
の
農

地
集
積
、
集
約
化
を
進
め

る
上
で
の
阻
害
要
因
と
な

っ
て
い
る
た
め
の
調
査
で

あ
る
。

　

本
町
で
は
農
地
面
積
１

０
４
１　

の
約
40
％
が
相

続
未
登
記
で
あ
る
。
住
民

課
で
は
「
死
亡
届
が
提
出

さ
れ
た
後
の
手
続
き
に
つ

い
て
」
と
い
う
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
を
配
布
し
、
農
地

や
山
林
に
つ
い
て
は
農
林

水
産
課
へ
届
け
出
る
よ
う

に
周
知
し
て
い
る
。
住
民

課
、
税
務
課
で
も
相
続
登

記
の
啓
発
チ
ラ
シ
を
配
布

し
て
い
る
。

ha

町
「
農
地
の
約
40
％
が
相
続
未
登
記
で
あ
る
」

小
豆
島
町
で
の
相
続
未
登
記
の
農
地
、
山
林
、
宅
地
等
は

敷地内のロータリー

※
出
捐
＝
寄
付
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町
「
高
潮
対
策
を
県
に
要
望
す
る
」

観
光
の
強
化
と

映
画
村
付
近
の
高
潮
対
策
に
つ
い
て

質
問　

小
豆
島
は
観
光
で

発
展
し
て
き
た
。　
　
　

　

二
十
四
の
瞳
の
映
画
が

全
国
に
広
が
り
、
紙
芝
居

は
６
年
間
で
１
万
人
の
人

が
観
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
は
凄
い
と
思
う
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
校
長
を
さ

れ
て
い
た
ゴ
ー
ド
ン
さ
ん

に
映
画
村
で
出
会
っ
た
。

　

あ
る
方
も
中
国
に
行
っ

た
時
、
二
十
四
の
瞳
は
知

っ
て
い
る
と
言
わ
れ
た
と

聞
い
た
。
二
十
四
の
瞳
は

当
時
か
ら
世
界
的
だ
っ
た
。

　

ま
た
紅
雲
亭
行
き
バ
ス

が
冬
場
に
３
ヶ
月
も
欠
便

し
て
い
る
こ
と
や
田
ノ
浦

線
も
バ
ス
便
が
少
な
い
こ

と
も
問
題
だ
。

　

田
ノ
浦
は
観
光
地
な
の

に
風
の
強
い
日
は
潮
が
駐

車
場
の
車
に
吹
き
付
け
て

い
る
。
あ
の
高
潮
か
ら
13

年
だ
。
も
う
放
置
で
き
な

い
。
住
民
も
協
力
し
て
く

れ
る
と
思
う
が
。

答
弁　

名
勝
寒
霞
渓
線
は

観
光
小
豆
島
に
と
っ
て
守

っ
て
い
く
べ
き
路
線
で
あ

り
、
町
と
バ
ス
事
業
者
・

　

映
画
村
は
観
光
客
約
20

万
人
だ
。

　

し
か
し
、
駐
車
場
近
く

の
護
岸
が
築
後
50
年
で
コ

ン
ク
リ
ー
ト
も
摩
耗
し
て

お
り
風
向
き
に
よ
っ
て
波

が
護
岸
を
越
え
る
。

　

県
に
要
望
す
る
。

る
。
町
答
弁
の
「
私
達
に

知
ら
な
い
差
別
が
あ
る
ん

で
す
」は
正
し
い
と
思
う
。

人
権
教
育
強
化
の
チ
ャ
ン

ス
だ
。

答
弁　

昨
年
11
月
の
人
権

集
会
を
見
た
。
結
婚
差
別

に
着
眼
し
た
素
晴
ら
し
い

も
の
だ
っ
た
。
人
権
感
覚

の
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
地
域

づ
く
り
を
目
指
す
。

　

全
国
の
中
学
校
は
１
万

４
０
４
校
、
著
作
権
問
題

も
あ
り
Ｄ
Ⅴ
Ｄ
は
難
し
い
。

質
問　

こ
の
新
し
い
法
律

は
誰
も
反
対
す
る
理
由
は

な
い
と
思
う
。
差
別
が
あ

る
こ
と
は
人
間
生
活
に
お

い
て
大
き
な
障
害
だ
。

　

水
泳
で
黒
人
の
選
手
は

い
な
い
。
同
じ
水
に
入
ら

せ
な
い
差
別
だ
。
私
は
以

前
小
豆
島
中
学
の
人
権
劇

の
Ｄ
Ⅴ
Ｄ
を
全
国
の
中
学

校
に
送
る
べ
き
と
提
案
し

た
。
焦
っ
て
い
る
の
で
な

く
「
人
の
世
に
熱
あ
れ
・

人
間
に
光
あ
れ
」
の
水
平

社
宣
言
か
ら
95
年
に
な

町
「
人
権
感
覚
の
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た

地
域
づ
く
り
を
目
指
す
」

部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に

関
す
る
法
律
に
つ
い
て

映画村でゴードンさんと記念撮影

森　　　崇　議員

質
問　

町
長
の
施
政
方
針

で
「
こ
の
物
語
の
主
人
公

は
小
豆
島
の
人
と
小
豆
島

を
愛
す
る
す
べ
て
の
人
で

行
政
は
こ
れ
を
応
援
す
る

こ
と
だ
」
と
あ
る
。

　

高
齢
化
は
防
げ
な
い
が

少
子
化
は
政
策
で
防
げ
る

と
思
う
。
若
い
人
の
意
見

を
聞
い
て
の
方
針
な
の
か
。

答
弁　

少
子
化
に
特
効
薬

は
な
い
と
思
う
。
昭
和
30

年
に
15
歳
未
満
が
33・
４
％

だ
っ
た
の
が
今
は
12
・
６
％

だ
。

　

不
安
な
こ
と
の
一
番
は

経
済
面
と
い
う
回
答
も
あ

り
少
子
化
の
ス
ピ
ー
ド
を

少
し
で
も
緩
め
た
い
。

町
「
少
子
化
の
ス
ピ

　
　

ー
ド
を
少
し
で

　
　

も
緩
め
た
い
」

町
長
の
施
政
方

針
に
つ
い
て

田浦越波の様子（3月15日）

観
光
開
発
㏍
で

協
議
を
し
て
お

り
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

　

田
ノ
浦
線
は

渡
し
船
も
活
用

し
て
も
ら
う
た

め
㏚
し
て
い
く
。

　

島
内
の
バ
ス

便
を
増
や
す
こ

と
は
差
し
控
え

た
い
が
利
用
促

進
の
応
援
を
も

ら
い
た
い
。
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院
併
設
で
あ
っ
た
が
、
今

後
は
単
独
運
営
に
な
る
こ

と
や
人
件
費
比
率
が
民
間

老
人
保
健
施
設
に
比
べ
て

高
い
の
も
一
因
で
あ
る
。

赤
字
が
長
く
続
く
こ
と
は
、

決
し
て
好
ま
し
く
な
く
、

赤
字
は
解
消
さ
れ
る
べ
き

と
考
え
て
い
る
。

　

改
善
に
向
け
、
経
営
の

効
率
化
に
努
め
、
経
費
の

節
減
、
ス
タ
ッ
フ
の
適
所

配
置
を
行
い
、
な
る
べ
く

早
く
指
定
管
理
者
に
よ
る

運
営
を
め
ざ
し
た
い
。

町
「
赤
字
改
善
に
向
け
、

経
営
の
効
率
化
に
努
め
る
」

新
介
護
保
険
施
設
の
運
営
は

質
問　

新
年
度
の
施
政
方

針
に
は
「
島
は
ひ
と
つ
」

　
「
合
併
」
と
言
う
文
言
は

一
言
も
見
受
け
ら
れ
な
い
。

平
成
26
年
３
月
議
会
で
町

長
は
「
土
庄
町
と
の
合
併

に
関
し
て
、
再
選
さ
れ
れ

ば
、
次
の
４
年
間
の
う
ち

に
ど
う
す
る
か
と
い
う
自

分
の
考
え
も
整
理
し
、
行

動
を
起
こ
し
た
い
」
と
答

弁
さ
れ
た
。

　

こ
の
３
年
間
で
多
く
の

施
策
で
両
町
が
一
緒
に
な

り
進
め
て
き
た
と
思
う
。

今
後
、
ま
だ
ま
だ
２
町
が

両
輪
と
な
り
進
め
て
い
く

施
策
は
数
多
く
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
改
め
て
「
合

併
」
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

ま
た
土
庄
町
長
と
の

　
「
合
併
」
に
つ
い
て
の
話

し
合
い
は
、
こ
の
３
年
間

に
あ
っ
た
の
か
。

町
「
趣
旨
に
沿
い
、

必
要
な
事
業
に
活
用
」

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
は

質
問　

今
年
に
な
り
報
道

等
で
ふ
る
さ
と
納
税
の
賛

否
が
問
わ
れ
て
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
高
市
総
務
相
が

返
礼
品
の
是
正
を
再
検
討

の
考
え
を
示
し
た
。
当
町

に
も
返
礼
品
の
拡
充
等
で

平
成
27
年
度
県
下
で
２
番

目
の
１
億
円
を
超
え
る
寄

付
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
全
国
的
に
は

返
礼
品
競
争
が
過
熱
し
、

新
た
な
格
差
を
生
ん
で
い

る
指
摘
も
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
本
来
の

趣
旨
と
現
状
は
。

①
返
礼
品
比
率
は
。

②
資
金
使
途
の
詳
細
は
。

③
返
礼
品
の
上
限
額
は
。

④
平
成
28
年
度
の
寄
付
額

　

は
。

答
弁　

本
来
の
趣
旨
に
沿

い
島
が
元
気
に
な
る
た
め

の
必
要
な
事
業
に
活
用
し

て
い
き
た
い
。
返
礼
品
も

地
域
の
特
産
品
振
興
に
寄

与
し
て
い
る
一
面
も
あ
る
。

❶
返
礼
品
比
率
38
・
５
％

❷
申
込
時
に
５
項
目
よ
り

　

寄
付
者
が
選
択
方
式
。

　

観
光
・
産
業
へ
の
使
途

　

希
望
が
多
い
。

❸
上
限
額
は
特
に
未
設
定
。

❹
２
月
末
時
点
寄
付
額

９
，４
７
０
万
円

答
弁　

島
は
ひ
と
つ
に
つ

い
て
は
、
小
豆
島
の
人
口

が
減
少
す
る
中
、
避
け
て

と
お
る
こ
と
が
で
き
な
い

テ
ー
マ
だ
と
思
う
。
島
は

ひ
と
つ
と
言
う
観
点
に
立

っ
て
、
施
策
を
考
え
た
り

対
応
し
な
け
れ
ば
、
島
全

体
の
力
が
失
わ
れ
て
い
く
。

　

合
併
を
ど
う
す
る
か
の

問
題
と
島
は
ひ
と
つ
で
施

策
に
取
り
組
む
こ
と
は
、

と
て
も
深
い
関
係
で
あ
る
。

現
時
点
で
は
施
策
に
つ
い

て
、
両
町
で
十
分
に
協
議

し
、
話
合
い
、
統
一
し
た

施
策
を
実
行
し
て
い
く
う

ち
に
壁
は
な
く
な
っ
て
来

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
土
庄
町
長
と
は
合

併
を
め
ざ
し
て
い
る
点
で

は
、
意
見
は
一
致
し
て
い

る
と
思
う
が
、
具
体
的
な

議
論
は
し
て
い
な
い
。

町
「
両
町
の
壁
は
な
く
な
っ
て
来
て
い
る
」

「
島
は
ひ
と
つ
」
の
考
え
は

改修中の介護保険施設

大川　新也　議員

質
問　

内
海
病
院
跡
地
で

の
新
介
護
保
険
施
設
の
運

営
に
つ
い
て
、
２
月
に
な

り
初
め
て
議
会
へ
詳
細
が

示
さ
れ
た
。

　

先
日
の
老
健
運
営
審
議

会
に
も
同
様
の
説
明
が
あ

り
、
年
間
約
６
，５
０
０
万

円
余
り
の
赤
字
が
数
年
続

く
と
の
内
容
で
あ
っ
た
。

委
員
か
ら
も
厳
し
く
赤
字

の
改
善
策
を
指
摘
さ
れ
た
。

　

数
年
後
に
指
定
管
理
移

行
の
考
え
が
あ
る
よ
う
だ
。

　

開
設
当
初
か
ら
赤
字
覚

悟
で
ス
タ
ー
ト
し
、
数
年

続
く
こ
と
が
我
々
に
は
考

え
ら
れ
な
い
が
、見
解
は
。

答
弁　

病
院
施
設
の
有
効

利
用
と
特
養
老
人
ホ
ー
ム

の
待
機
者
解
消
の
た
め
、

整
備
を
す
す
め
て
い
る
。

　

現
在
の
老
健
施
設
は
病
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一
般
質
問

12

町
「
入
学
準
備
費
用

引
き
上
げ
な
ど
行
う
」

就
学
援
助
制
度
の
改
善
を

質
問　

就
学
援
助
制
度
の

新
入
児
童
生
徒
の
入
学
準

備
費
用
の
単
価
引
き
上
げ

の
負
担
を
少
し
で
も
和
ら

げ
る
た
め
に
、
医
療
費
の

中
学
校
卒
業
ま
で
の
無
料

化
な
ど
の
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
。

　

社
会
保
障
の
負
担
を
抑

え
る
た
め
、
小
豆
島
中
央

病
院
を
核
と
し
た
地
域
包

括
ケ
ア
を
推
進
し
、
健
康

づ
く
り
や
介
護
予
防
に
取

り
組
む
。
ま
た
、
地
場
産

業
の
活
性
化
、
新
し
い
産

業
づ
く
り
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
る
。

質
問　

国
が
す
す
め
る
社

会
保
障
費
の
「
自
然
増
削

減
」
路
線
が
国
民
の
生
存

権
を
脅
か
し
、
将
来
不
安

を
増
大
さ
せ
て
い
る
中
、

町
民
の
暮
ら
し
と
経
済
状

町
「
健
康
づ
く
り
な
ど
の

取
り
組
み
を
進
め
る
」

町
民
の
暮
ら
し
を
守
る
施
策
は

質
問　

国
保
の
県
広
域
化

で
、
国
保
税
の
値
上
げ
と

給
付
抑
制
の
押
し
つ
け
が

強
ま
り
、
住
民
の
声
が
届

か
な
く
な
る
心
配
が
あ
る
。

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
を
継
続
し
、
保
険
税

の
引
き
下
げ
を
す
る
こ
と
、

少
な
く
と
も
引
き
上
げ
は

し
な
い
こ
と
を
求
め
る
。

ま
た
、
保
険
証
を
個
人
別

の
カ
ー
ド
に
し
て
も
ら
い

た
い
。

答
弁　

平
成
30
年
度
以

降
、
国
が
国
民
健
康
保
険

へ
の
財
政
支
援
を
拡
充
す

る
ほ
か
、
都
道
府
県
が
国

民
健
康
保
険
の
財
政
運
営

の
責
任
主
体
と
し
て
、
事

業
運
営
の
中
心
的
な
役
割

を
担
う
。

　

広
域
化
に
向
け
、
県
か

ら
示
さ
れ
る
標
準
保
険
料

率
を
参
考
に
、
国
保
会
計

の
健
全
運
営
も
含
め
た
適

正
な
保
険
料
率
の
設
定
に

向
け
１
年
か
け
十
分
に
議

論
す
る
。
地
域
に
密
着
し

た
き
め
細
や
か
な
業
務
を

引
き
続
き
行
う
。

　

保
険
証
の
個
人
別
の
カ

ー
ド
化
は
、
国
保
広
域
化

に
合
わ
せ
予
定
し
て
い
る
。

町「
１
年
か
け
て
議
論
し
対
応
す
る
」

国
保
広
域
化
で

保
険
税
引
き
上
げ
は
す
る
な

介護予防運動教室の様子

鍋谷真由美　議員

す
る
場
合
は
補
正
予
算
で

対
応
す
る
。

況
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
認
識
を
持
っ
て
い
る

の
か
。
町
民
の
暮
ら
し

を
守
る
た
め
の
取
り
組

み
は
。

答
弁　

平
成
28
年
度
の

１
人
当
平
均
所
得
は
約

２
３
６
万
円
で
、
県
内

で
一
番
低
く
、
多
く
の

町
民
の
暮
ら
し
は
と
て

も
厳
し
い
。
現
役
世
代

質
問　

高
齢
期
を
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
な
く

な
る
「
保
険
あ
っ
て
介
護

な
し
」
の
介
護
保
険
の
制

度
改
悪
は
許
せ
な
い
。

　

要
支
援
１
、
２
の
訪
問
、

通
所
介
護
が
保
険
給
付
か

ら
外
れ
、
総
合
事
業
に
移

町
「
い
ま
ま
で
ど
お

　
　

り
の
サ
ー
ビ
ス

　

を
行
う
」

介
護
保
険
制
度
改

悪
は
許
せ
な
い

行
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
の

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
で
き
る

の
か
。

答
弁　

国
の
見
直
し
は
限

ら
れ
た
財
源
で
最
大
限
の

効
果
を
発
揮
す
る
た
め
に
、

や
む
を
得
な
い
と
思
う
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
協
力
で
軽
度
家

事
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
、
ま

た
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

な
ど
の
協
力
で
介
護
予
防

運
動
教
室
を
実
施
、
拡
充

す
る
と
と
も
に
、
現
在
の

訪
問
介
護
、
通
所
介
護
サ

ー
ビ
ス
に
相
当
す
る
サ
ー

ビ
ス
も
既
存
の
事
業
所
で

実
施
し
今
ま
で
ど
お
り
の

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
。入学式の様子

と
、
現
在
７
月
の

支
給
時
期
の
入
学

前
へ
の
変
更
を
。

答
弁　

平
成
29
年

度
支
給
額
か
ら
単

価
の
引
き
上
げ
を

行
い
、
５
月
支
給

に
す
る
。
３
月
支

給
は
平
成
30
年
度

入
学
者
か
ら
実
施



議会だより　平成29年５月１日13

研
修
事
項
①

『
議
会
活
性
化
に
つ
い
て
』

箕
輪
町
議
会
に
つ
い
て

　

15
名
の
議
員
で
構
成
さ

れ
、
２
つ
の
常
任
委
員
会

と
３
つ
の
特
別
委
員
会
が

あ
り
、
今
回
は
、
議
会
活

動
活
性
化
委
員
会
の
活
動

に
つ
い
て
研
修
を
し
た
。

　

木
村
英
雄
議
長
、
小
島

常
男
議
員
、
向
山
章
議
会

運
営
委
員
長
の
３
名
が
説

明
を
さ
れ
、
笠
原
事
務
局

長
が
補
足
説
明
を
し
た
。

議
会
基
本
条
例
制
定
ま
で

の
経
過
に
つ
い
て

平
成
19
年
６
月

　

議
会
で
議
長
か
ら
議
会

の
活
性
化
に
つ
い
て
諮
問

さ
れ
た
。

平
成
20
年
２
月
か
ら

　

早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
研
究
所

神
奈
川
県
愛
川
町
議
会
を

研
修

平
成
21
年
１
月
か
ら

　

全
国
町
村
議
長
会
の
岡

本
議
事
調
査
部
長
の
指
導

を
う
け
な
が
ら
、
他
議
会

の
議
会
基
本
条
例
の
研
修

を
し
、
条
例
文
の
検
討
を

何
度
も
重
ね
た
。

平
成
22
年
12
月

　

12
月
議
会
で
「
箕
輪
町

議
会
基
本
条
例
」
が
制
定

さ
れ
た
。

長
野
県
箕
輪
町

　

総
務
建
設
・
教
育
民
生
の
２
常
任
委
員
会
は
、
平
成

28
年
11
月
30
日
～
12
月
2
日
に
か
け
て
、
合
同
で
長
野

県
箕
輪
町
と
信
濃
町
で
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

視
察
研
修
報
告

研
修
を
終
え
て

　

議
員
と
し
て
果
た
す
べ

き
役
割
を
議
会
基
本
条
例

と
し
て
明
文
化
し
て
６
年

が
経
過
し
た
。

　

そ
の
成
果
と
し
て
、
広

く
住
民
か
ら
意
見
を
聴
く

努
力
を
行
う
こ
と
、ま
た
、

議
員
自
ら
研
究
や
研
修
の

努
力
を
行
い
、
専
念
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
心

構
え
を
常
に
持
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
の
意
識
付

け
を
持
つ
こ
と
が
出
来
て

お
り
、
見
習
う
点
で
あ
る

と
感
じ
た
。

研
修
事
項
②

『
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
』

　

箕
輪
町
は
、｢

健
康
づ
く

り
日
本
一
の
町
を
目
指
し

て
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
各

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
け

る
健
康
増
進
事
業
を
推
進

す
る
こ
と
で
、
自
身
の
健

康
づ
く
り
か
ら
、
町
民
の

健
康
づ
く
り
・
地
域
づ
く

り
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
る
。

　

そ
の
活
動
と
成
果
が
認

め
ら
れ｢

第
３
回
健
康
寿

命
を
の
ば
そ
う
！
ア
ワ
ー

ド
」
で
厚
生
労
働
省
健
康

局
長
優
良
賞
を
受
賞
し
て

い
る
。

　

今
回
、
研
修
し
た
の
は

　｢

運
動
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
の
理
論
と
実
践

を
学
び
「
楽
し
く
、
仲
よ

く
、あ
た
た
か
く
」を
モ
ッ

ト
ー
と
し
て
平
成
17
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
健
康

教
室　

み
の
わ
健
康
ア
カ

デ
ミ
ー
事
業
（
中
高
年
者

対
象
）
で
は
、
月
～
木
曜

日
ま
で
の
各
曜
日
12
人
で

編
成
し
て
１
年
間
活
動
を

す
る
。

　

内
容
は
検
査
・
測
定
・

専
門
家
に
よ
る
個
別
相
談

に
基
づ
き
週
１
回
の
個
別

運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
健
康
づ

く
り
習
慣
（
食
事
運
動
）

の
学
習
を
実
施
し
て
個
人

の
健
康
レ
ベ
ル
を
向
上
さ

せ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ

り
仲
間
作
り
、
地
域
作
り

を
め
ざ
す
。

　

成
果
と
し
て
参
加
者
の

教
室
継
続
率
は
99・３
％
、

１
年
間
の
活
動
卒
業
２
年

後
の
医
療
費
は
非
参
加
者

と
比
べ
１
人
平
均
15
万
円

少
な
く
、
介
護
保
険
へ
の

移
行
も
５
・
16
％
減
と
な

っ
て
い
る
。

研
修
を
終
え
て

　

小
豆
島
町
に
お
い
て
も

健
康
長
寿
に
対
す
る
様
々

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る

が
、
箕
輪
町
で
は
、
ア
カ

デ
ミ
ー
事
業
を
卒
業
し
て

か
ら
も
自
主
的
に
Ｏ
Ｂ
会

が
発
足
す
る
な
ど
継
続
し

た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、

統
計
的
に
効
果
が
表
れ
て

い
る
。

　

継
続
は
力
な
り
と
言
う

が
、
継
続
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
町
民
の
意
識
が
深

ま
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
感

じ
た
。

研
修
を
終
え
て

　

学
校
施
設
で
は
、
雪
国

な
ら
で
は
の
対
策
が
取
ら

れ
、
ま
た
木
材
が
多
く
使

わ
れ
て
い
て
優
し
い
学
習

環
境
が
作
ら
れ
て
い
る
と

感
じ
た
。

　

第
二
次
反
抗
期
の
生
徒

が
見
ら
れ
な
い
等
、
義
務

教
育
学
校
が
生
み
出
す
新

た
な
可
能
性
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

地
元
住
民
が
学
校
を
支

え
る
中
で
、
義
務
教
育
学

校
と
称
し
な
が
ら
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
学
校
で
も
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
今
後
の
学

校
の
在
り
方
に
つ
い
て
参

考
に
な
る
研
修
と
な
っ
た
。

研
修
事
項

『
義
務
教
育
学
校
に
つ
い
て
』

　

信
濃
町
は
平
成
24
年
度

に
、
1
中
学
校
と
４
小
学

校
を
統
合
し
、
小
中
一
貫

校
と
し
て
運
営
さ
れ
て
法

律
改
正
に
伴
い
、
義
務
教

育
学
校
と
な
っ
た
。

　

小
中
一
貫
教
育
に
踏
み

切
っ
た
経
緯
・
経
過
、
及

び
学
校
施
設
の
見
学
を
行

っ
た
。 長

野
県
信
濃
町

視察の様子（信濃小中学校）



議会だより　平成29年５月１日 14

12人の星城・苗羽小学校議員の皆さん

　（答弁）犯罪予防のために街灯
を設置することはいいことだが、
費用の問題もあるので、自治会
と話し合いの場を持ちたい。

杉
すぎばやし

林　真
まさみち

路　議員
　（質問）バス停や
細い道にも街灯を
付けてほしい。

（星小）

ン」について教えてほしい。

　（答弁）大串半島の活性化につ
いて、小豆島の方が勝手に提案
する企画であり、トンネルでつ
なぐ等、107件の提案があった。

羽
は

根
ね

　瑞
みずほ

穂　議員
　（質問）小豆島の
考 え て い る「 大
串半島活性化プラ

（星小）

化や空き家問題が解決するのでは。
　（答弁）今ある会社が雇用を増
やしたり、島外から会社を呼び
込んで働く場所を確保したりす
る方法があるが、町として必要
な支援を行いたい。

原
はら

田
だ

夏
か

里
り

生
ぶ

　議員

　（質問）働く場所
が増えると住む人
も増え、少子高齢

（星小）

った料理を提供する店や民宿を
作ってみては。
　（答弁）様々な分野で活躍され
ている皆さんのアイデアをいた
だきながら、空き家活用を進め
ていきたい。

広
ひろ

瀬
せ

　光
こう

希
き

　議員

　（質問）空き家を
利用して小豆島の
特産品や食材を使

（星小）

みては。無理なら出張水族館は
どうか。
　（答弁）水族館の話はあったが、
実現には至らなかった。立派な建
物は難しいが、出張水族館であれ
ば、実現に向けた方法を考えたい。

今
いま

　城
じょう

　　凜
りん

　議員

　（質問）幅広い世
代の人が楽しめる
水族館を建設して

（星小）

は。

　（答弁）開村から20年経過して
おり、計画的に修繕・改修を行っ
ている。新たな体験施設も検討
していきたい。

秋
あき

山
やま

陽
ひ

茉
ま

里
り

　議員

　（質問）ふるさと
村 に ア ス レ チ ッ
クを設置してみて

（安小）

のように考えているか。
　（答弁）生産人口増加への取組
として「空き家バンク制度」や、
新しいビジネスを始めようとす
る熱意のある方に助成金制度等
がある。

岡
おか

田
だ

　旺
あき

大
ひろ

　議員

　（質問）生産人口
を増やす取組や町
おこしの取組はど

（苗小）

しているのか。

　（答弁）カーブミラーや手すり
の設置、反射材のタスキ等の配
布や交通安全キャンペーンの実
施等を行っている。

片
かた

岡
おか

　憧
しょう

斗
と

　議員

　（質問）事故の少
ない町を目指して
どのような取組を

（苗小）

かった。対応策はあるのか。
　（答弁）距離に関してはご理解
をいただきたい。待ち時間対策
として「お知らせメール」の配
信やシステムによる事務作業効
率化を行っている。

阿
あ

竹
たけ

　夏
なつ

穂
ほ

　議員

　（質問）病院が、
遠くなり待ち時間
も長くなりしんど

（苗小）

るのか。

　（答弁）生ごみなどをきちんと
処理する指導、金網などの柵を
設置、捕獲と３つの方法を行っ
ている。

児
こ

玉
だま

　柊
とう

真
ま

　議員

　（質問）小豆島で
はどのようなイノ
シシ対策をしてい

（苗小）

る予定はあるか。

　（答弁）通学に関するアンケー
トを実施した結果、１か所駐輪
場の整備を行うこととなった。
今後も計画的に整備を行いたい。

本
ほん

多
だ

さくら　議員
　（質問）安全性と
利便性の点からバ
ス停に駐輪場を作

（苗小）

をアピールするのか。
　（答弁）県下の中学３年生にお
知らせをしているが、積極的に
勧誘はしていない。島外生徒に
ついては、徐々に増やしていき
たい。

板
いた

倉
くら

　瑞
みづ

起
き

　議員

　（質問）新高校に
ついて、島外の方
にどのような魅力

（苗小）

　２月８日に星城・苗羽小学校の児童12人、
２月15日に池田・安田小学校の児童12人に
よる、小学生議会が開かれました。
　町に対して、子どもの視点からみた、町
づくりに対する質問が行われました。
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12人の池田・安田小学校議員の皆さん

町内４小学校による
小学生議会

自転車専用レーンをつくってみ
ては。
　（答弁）時間も費用もかかる大
工事である。皆さんが自転車で
安全に通学できるよう順次整備
を進めているところである。

小
お

野
の

　皓
こう

平
へい

　議員

　（質問）池田の道
路は道幅が狭いの
で危ない。歩道や

（池小）

いる産業をさかんにする計画は。
　（答弁）素麺産業には「小豆島
手延素麺」ＰＲ事業やトレード
ショーへの出展支援、農業には
農業施設更新の補助等を行って
いる。

八
や

木
ぎ

　太
た

一
いち

　議員

　（質問）そうめん
づくりや花づくり
等、昔から続いて

（池小）

公園や広場などの公共施設を
作ってほしい。
　（答弁）新しい公園を作る計画
はない。小豆島は自然豊かなと
ころであり、その恵まれた環境
を生かして遊んでいただきたい。

高
こう

本
もと

　采
あや

奈
な

　議員

　（ 質 問 ） 遊 ぶ 場
所が減っているの
で、安全に遊べる

（池小）

の地震に対する備えは。

　（答弁）避難所の耐震化、津波
から避難する広場の整備や備蓄
等を行っている。

藤
ふじ

本
もと

　実
み

来
く

　議員

　（質問）日本で多
くの地震が起きて
いるが、小豆島町

（池小）

めの取組は。

　（答弁）不法投棄禁止の看板の
設置や、監視カメラによる監視
行動を行っている。またごみの
減量化を図る取組も行っている。

川
かわ

本
もと

　拓
たく

斗
と

　議員

　（質問）粗大ごみ
を勝手に捨てられ
ないようにするた

（池小）

る空き家対策はあるか。

　（答弁）空き家が適切に管理さ
れるよう所有者に連絡を取った
り、空き家リフォームの補助制
度を設けたりしている。

埜
の

澤
ざわ

　美
み

琴
こと

　議員

　（質問）移住者へ
の空き家の賃借以
外に町でされてい

（池小）

なり、交流する機会も増えるの
ではないか。
　（答弁）フェリーに対する助成
制度は見つからないが、支援が
受けられるよう、国や県に働き
かけていきたい。

氏
うじ

　江
え

　　彩
あや

　議員

　（質問）船の運賃
が安くなれば、今
より利用しやすく

（安小）

の課題があり、ど
のように解決する予定か。
　（答弁）システムによる事務作
業の効率化、予約診療による日
程の調整や、待ち時間を「ふれ
あい広場」でくつろげるように
している。

髙
たか

橋
はし

　充
あつ

希
き

　議員

　（質問）小豆島中
央病院において待
ち時間が長いなど

（安小）

んな考えを持っているか。

　（答弁）御城の石垣の修理など、
日本文化を守るために、小豆島
の石がいろんなところで使われ
るようにしていきたい。

山
やま

本
もと

　康
こう

蔵
ぞう

　議員

　（質問）小豆島の
石をたくさん使っ
てもらうためにど

（安小）

行っているのか。

　（答弁）島の皆さんが自信と誇
りを取り戻し、地域が元気にな
ることを目的としている。

森
もり

本
もと

　彩
さゆき

路　議員
　（質問）芸術祭が
３ 回 開 催 さ れ た
が、どんな目的で

（安小）

はあるか。

　（答弁）クラブハウスを作る予
定はない。体育館にミーティン
グルームがあるのでそちらを利
用していただきたい。

中
なか

川
がわ

　大
ひろと

都　議員
　（質問）Ｂ＆Ｇの
グランドにクラブ
ハウスを作る予定

（安小）

での合宿を働きかける予定は。
　（答弁）設備・施設・宿泊等の
規模を考えると現実は難しい。
町としてオリーブの冠を金メダ
リストに贈呈するよう働きかけ
ている。

長
なが

町
まち

有
ゆ

希
き

子
こ

　議員

　（質問）2020年の
東京オリンピック
において、小豆島

（安小）
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住民の声
Vol.44 昨年７月に新屋から５名の代表が福田に滞在し、

地元住民と交流を深めました。これからも大切
に交流を続けていければと思っています。
　地区の課題としては、中核病院が遠方になり
医療を受けるのも一苦労、救急搬送にも時間が
かかり大きなハンデを背負っています。
　少子化で福田の伝統行事も存続の危機に直面
しています。
　自治会や各種団体の皆さんがいろいろアイデ
アを出しながら活動しており、福武ハウスを核
に、福田の元気づくりに取り組んでいます。行
政の力もお借りしながら、この地が少しでも光
が当たるように、将来に向けて頑張っています。

　「地域の力を
集結して」　

松　村　　英　明
（福田自治連合会　会長）

　

3
月
議
会
は
平
成
29
年

度
の
予
算
を
審
議
す
る
重

要
な
議
会
で
も
あ
り
ま

す
。

　

住
民
の
皆
様
が
幸
せ
を

実
感
出
来
る
よ
う
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
議
員
が
質
疑
を

し
ま
し
た
。

　

現
在
、
小
豆
島
町
議
会

で
は
議
会
活
性
化
委
員
会

を
設
置
し
、
よ
り
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
し
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

時
代
は
物
凄
い
勢
い
で

日
々
変
化
を
し
て
い
ま

す
。

　

時
代
の
変
化
と
と
も

に
、
私
達
も
変
わ
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
。

危
機
感
が
な
い
人
は
周
り

が
変
わ
っ
て
く
れ
れ
ば
い

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

周
り
を
変
え
る
た
め
に

は
、
自
分
が
変
わ
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
の
や
り
方
が
正
し
い

の
か
ど
う
か
、
疑
問
を
感

じ
て
変
わ
る
勇
気
と
変
え

る
勇
気
を
持
っ
た
議
会
で

あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

坂
口　
直
人　
記
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城
山
保
存
会
は
、
か
つ
て
島

内
き
っ
て
の
風
光
明
媚
な
桜
の

名
所
と
し
て
賑
わ
っ
た
城
山
桜

公
園
を
復
活
さ
せ
る
た
め
に
平

成
22
年
発
足
し
ま
し
た
。

　

先
人
に
よ
り
昭
和
８
年
、
須

佐
美
紀
伊
守
を
奉
る
城
山
神
社

が
建
立
さ
れ
周
辺
に
桜
の
造
園

地
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
29

年
映
画
「
二
十
四
の
瞳
」
の
ロ

ケ
地
に
な
り
広
く
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
老
木
が

枯
れ
、
花
見
の
場
所
も
交
通
の

便
が
い
い
所
へ
と
移
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　

城
山
周
辺
が
国
民
休
養
地
と

な
っ
て
桜
の
植
え
付
け
も
さ
れ

ま
し
た
が
、
以
前
の
よ
う
な
賑

わ
い
は
戻
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
を

契
機
に
会
を
設
立
し
、
桜
園
地

へ
の
道
の
設
置
・
開
墾
・
桜
の

　福田地区自治連合会は、395世帯、人口800人、
３地区と吉田地区で構成され、小豆島の東部に
位置し、姫路とフェリーで結ばれ関西圏からの
玄関口となっています。
　昭和50年頃までは、石材産業や海運業が隆盛
を極め活気に充ちていましたが、徐々に地場産
業が衰退し、同じくして急激に人口減少が進み
小豆島の中で一番高齢化率が高く、活力が失わ
れていました。
　2013年、旧福田小学校が福武ハウスに生まれ
変わり、多くの外国の人と関わりを持ち、少し
ずつですが元気が出てきたように思われます。
一昨年アジア・アート・プラットホームが縁で、
台湾・桃園市新屋区と地域友好協定が結ばれ、

植
え
付
け
を
し
、
国
民
宿
舎
か

ら
続
く
稜
線
は
桜
色
に
染
ま
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
甲か

斐い

も
あ
っ
て
か
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
に
も
な
り
、

シ
ー
ズ
ン
オ
フ
で
も
観
光
客
が

訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
の
課
題
は
、
一
過

性
に
終
わ
る
こ
と
な
く
活
動
を

続
け
地
域
の
魅
力
づ
く
り
に
期

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

会
長　

安　

井

　城
山
保
存
会

福田港の様子

次
回
定
例
会
の
予
定
は　

６
月
中
旬　
で
す
。

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
小
豆
島
町
議
会
に
政
務
活
動
費
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

編

集

後

記

議 会 日 誌


